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エッゲンベルク城と「インドの間」
Barbara Kaiser（バーバラ・カイザー　エッゲンベルク城博物館主任学芸員）
通訳：杉谷　眞佐子（関西大学外国語教育研究機構教授）
　シンポジウムご参加の皆様、本日ここにお招きいただき、「大坂
図屛風」をご紹介することができることを大変うれしく思います。
　このような希有な作品がどのようにしてエッゲンベルク城にたど
り着いたかについては、まだあまり知られていません。しかし、今
までに知り得た事柄を皆様と共有できるのではと思います。お互い
に協力してのみ、この作品を入手した経緯が明らかになるでしょう。
　屛風に描かれた内容から、私たちは希有な人格の持ち主である豊
臣秀吉の栄華と大坂城について知ることができます。そこから、秀
吉の運命が、エッゲンベルク城の最初の主で、同じように希有な伯
爵の運命と驚くほどよく似ていることがわかりました。
　もちろん遠く離れた文化事情を比較することについては慎重にならなければいけませんが、2 人の男性はみずか
らの力と才能で貧しい境遇から出世し、それぞれの社会で権力を築き、そして、その権力に栄光を与えるため、芸
術の力を利用したのです。そして、2 人は王国をそれぞれ築きましたが、あまり長く続きませんでした。そして、
2 人は同世代と言わないまでも、同じような時代を生きていたといえるのです。
ハンス・ウルリヒ・エッゲンベルク（1568 － 1634）とその時代
　エッゲンベルク城はシュタイアマルク州の州都グラーツの西に位置し、オーストリアのバロック式城郭建築の中
では異彩を放っています。外見的なきらびやかな飾りはあまりありませんが、豊かな知識に基づいた装飾を繰り広
げるという 17 世紀の思想を受け継いでいます（図１）。
　そのスタイルはジグロ・デ・オロという黄金時代という厳格なスペインの様式を取り入れています。それゆえに
特徴的なイコン風の装飾の思想と、原形をとどめた建物の内装ゆえ、城は現在、ユネスコの世界文化遺産としての
認定を受けるべく審査されている最中です。
　このような城の装飾の思想は、この建築主ハンス・ウルリヒ・エッゲンベルクの生涯と密接にかかわっています（図
2）。彼は希有な人物でした。すぐれた才能
と深い教養を持ち、勇気があり、同時に冷
血で、良心の呵責などは感じない人物でも
ありました。彼は混沌とした 17 世紀初め
の時代のさまざまな可能性を巧みに利用す
る術を心得ており、田舎商人の息子から時
の権力者へとみずからの力で駆け上がった
のです。
　時代は 16 世紀後半へ戻ります。当時、
ヨーロッパは急激な変化の時代を迎え、旧
教と新教が激しく対立していました。宗教
上の抗争は、政治はもちろん、人々の精神図 1
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生活や日常生活にまで深い影響を与えていました。戦いの勝者はま
だわからず、世相は混沌としていました。当時、ハプスブルクの支
配地は、フェルディナンド 1 世の死後、1564 年に 3 分割されまし
た。彼の長男マクシミリアン 2 世が帝位を継ぎ、かつ、高地オース
トリアと、低地オーストリアを支配し、合わせてボヘミアとハンガ
リーの王となりました。
　次男フェルディナンド大公はインスブルクから豊かなチロル地方
を支配しました。三男、最後の子供カール大公はグラーツから中部
オーストリア（シュタイアマルク、ケルンテン、クライン、すなわ
ち今日のスロベニアとクロアチアの一部）を継承しました。それは
広大ですが、伝統的に貧しく、危険にさらされた地域でした。400
年以上にわたり、オスマントルコの侵入を防ぐ課題を負っていたの
です。
　数多くの戦いやシュタイアマルクへの異民族の侵入は、この地に
深い痕跡を残しています。何世紀にもわたり、80％以上の国家財
政を国防や軍事に支出せねばならず、当時の地図は兵隊の頭として
描かれたことさえあるのです（図 3）。その証拠を州立武器博物館
に見ることができます。17 世紀から保存されてきた独特の博物館
で、今日でも約 4000 人の兵隊を装備できると言われているくらい
です。武器博物館は今日、エッゲンベルク城と同じように、シュタ
イアマルク州立博物館の一部です（図 4）。
　ハプスブルク帝国は、憂鬱な皇帝ルドルフ２世の優柔不断な性格もあり、宗教的、政治的緊張の高まりなどから、
1618 年、30 年戦争が勃発します。それはヨーロッパを大きく変えました。
　このような歴史の激流の中でグラーツの商人の息子ウルリヒ・エッゲンベルクは新教の教育を受け、新教のエリー
トが進学するチュービンゲン大学で学び、中部オーストリアの宮廷で希有なキャリアを築き始めたのです。
　そこでは、カール大公が 1590 年に亡くなった後、彼の妻で行動力豊かなマリアが未成年の息子フェルディナン
ドのかわりに活躍していました。彼女は強固な意志を持ち、信仰篤いカトリックの信者で、その生涯と子供たちの
教育をカトリックのためにささげました。イエズス会の支援のもと、彼女は戦闘的に反新教の改革を始め、その政
策は信仰の篤い息子に引き継がれまし
た。この若いシュタイアマルクの君主
がフェルディナンド 2 世として 1619
年、ヨーロッパで最強のハプスブル
ク朝の皇帝となったわけです（図 5）。
そこから厳格な反プロテスタントの政
策を始め、大方の予測に反し、30 年
戦争の初期に大きな成功を収めること
ができました。
　この皇帝フェルディナンドの背後に
いた権力者がハンス・ウルリヒ・フォ
ン・エッゲンベルクだったのです。彼
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は旧教に宗旨がえをして、皇帝の母親マリア及び皇帝フェルディナ
ンドの信頼を得ることに成功しました。フェルディナンドは他人の
進言を必要としており、才能豊かで多くの言葉を話す外交家エッゲ
ンベルクの中に重要な一生の友を見出し、その友は大きな影響力を
皇帝に持つようになりました。
　若い皇帝の傍らでエッゲンベルクは身分の低い商人貴族から帝国
貴族、そして公爵へ、そして枢密顧問官、そして枢密顧問官長へと
昇進していったのです（図 6）。そして、その最後では恐らく最大
規模と思われる領土の財産を得ました。この輝かしい生涯の頂点は
1625 年、中部オーストリア地域での総督の地位についたことでし
た。それはエッゲンベルクの領土が独立の領土として承認されるこ
とをも意味しており、彼の前にも後にもそのような地位を得た人は
いませんでした。
　このような社会的地位の上昇は具体的にそれを表象する何かを必
要としていました。エッゲンベルクは、彼の家族の出自を具体的に
示す中世風の家にかわるものとして、新しい城の建築を命じます。
城の設計を彼は皇室つきの建築士ピエトロ・デ・ポミスに依頼しま
す（図 7）。
　新しい総督の城は単に生活と職務の場としてのみではなく、何よ
りも彼が獲得した地位とその尊厳を明確に示すべきでした（図 8）。
既に大きさで目立つ城郭は総合的にシンボルを駆使して複雑な思想
内容をあらわし、建築士の政治的意思を十分に伝えるものでした。
その城は政治的意図による建築であり、貴族が自己の支配権を正当化するために使った一つの道具でもあるのです。
　外観は、まるで修道院のように厳格で飾り気がなく、徳の高い学識ある城主の政治的理想を映す鏡でした。それ
は当時の芸術や文学を生み出す人文主義的な教養の宇宙を反映しています。
　その建物は、全体が巨大なメタファーとして建築され、宇宙を象徴的にあらわすものであり、混沌として崩壊し
ていく当時の社会の中で秩序ある世界とはどういうものであるかという城主の考えを表現したものでした。そして、
彼は支配者としての能力を哲学的君主として演出したのです。それはプラトンの意味でのローマ的時代として、当
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時の人文主義的国家哲学が要請したような国家の最高地点に君臨
しようとしたのです。
　エッゲンベルクの命により、城は一貫してユートピアとして表現
されており、それは万物がそれぞれの居場所を有する世界として表
現されました。時の流れ、天体の運動、地上のヒエラルキー、信仰
の力、世界の歴史、世界のエトスやそれらのシンボルが建築様式や
内装に見られます。同時に、宇宙を構成する微妙な神秘主義的な星
占いの思想も表現されています。
ヨハン・ザイフェルト・エッゲンベルク（1644 － 1705）と彼の
美術品収集
　城の建築主の孫であるヨハン・ザイフェルト・フォン・エッゲン
ベルクは城をさらに装飾していきました（図 9）。エッゲンベルク
家の家系図をご参照ください。
　彼の時代に、1666 年以降、完全にその姿が保たれている 24 の
華麗な部屋がつくられました（図 10）。
　それは古代神話や古代史、聖書からとられた題材に基づく壁画や
天井画で華麗に飾られている非常に珍しい総合的芸術作品です。
　バロック時代の精神に満ちた世界の歴史の一大パノラマとして
部屋がつくられています。そして、それらの絵は見る者を教え諭す
ねらいがありました。
　それらの絵は彼を完璧な支配者として映し出すべき鏡でした。
　建物の中央には 1685 年に完成した「天体の間」があります（図 11）。部屋の名称は皇帝画家ハンス・アダムス・
ヴァイセンキルヒナーの手になる一連の絵に由来しています。彼の複雑な絵は占星術的で、神秘思想的な考え、数
のシンボル、家族の神話を一つの複雑な絵画のアレゴリーへとまとめており、「天体の間」は中部ヨーロッパのバロッ
ク時代の最も印象的な建築芸術の一つに数えられています。
　この「天体の間」で、エッゲンベルクの一族は天体の神々及び支配者として運命づけられた者として登場して
きます。彼らは、苦難の時代の後、黄金の時代を築くべく地上へおりてくる神として描かれているのです（図
12,13,14,15）。
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　後継者である若いヨハン・アントン 2 世も太陽神の姿で登場し
ており、まさに天を駆ける旅に立とうというのです（図 16）。太陽
が昼に高い天体に昇るように、一族もより高い地位へ、名誉へと導
かれるべきだ、と。しかし、天がこの課題に対応し切れなかったか
のように、まもなく一族の衰退が始まります。1713 年に唯一の世
継ぎは 13 歳で盲腸炎で亡くなりました。一族の男系は 1717 年に
絶えてしまいます。
　その前に、しかし、ヨハン・ザイフェルトに話を戻さねばなりま
せん。これは「天体の間」で神々のうちジュピターとして登場して
います（図 17）。彼はこの上なくきらびやかな装飾を好み、芸術を
愛し、エッゲンベルク城を多くの芸術家や音楽家が集う華やかな芸
術の館に仕立てたのでした。
　私たちは彼が「大坂図屛風」を手に入れたのではないかと考えて
います。1716 年、息子の財産目録の中に最初の「大坂図屛風」と
思される記述があります。グラーツの公爵の持ち物、すなわちグラー
ツの街の中にある公爵の館に、多くの貴重品に混じり、1 双の「イ
ンド風の屛風」（アジア風の屛風）というのが入っています。これ
はかなり高価なもので、25 フロリアンしています。
　これが当時まだオリジナルの形のままで購入されたものだと考え
られています。1670 年から 1700 年にかけて芸術心や高価な品を
多くオランダ商人、とりわけウィーンに支店を持つアントワープの
芸術商フォルショーから購入しており、その中に屛風が含まれたと
いう説はかなり有力なものです。
　男系が絶えた後、グラーツのエッゲンベルク城は、遺産相続の結
果、末娘エレオノーラの手に入ります。彼女は 1750 年、城の 2 階
をロココ風趣味に改装します。その際、当時の流行として、三つの
典型的な「インドの間」が誕生しました。「インドの間」というのは「日
本の間」も含めます（図 18、19）。
ヨーロッパにおける「中国趣味」
　ヨーロッパにおける中国趣味についてお話しします。
　ヨーロッパは既に早くからアジアの芸術作品に関心を持っていま
した。その異国情緒は特に 16 世紀以降、多くの人びとを魅了して
きました。
　中国の陶器や日本の漆工芸品は貴族諸侯の家の貴重品として部屋
に飾られましたが、まずは珍しいものとして遊具、アメリカ原住民
たちの装飾品、貝殻、剥製の動物などと並べられて珍しがられてい
ました。しかし、それは当時のヨーロッパ人にとっての芸術品では
なかったのです。
　エッゲンベルクにおいても事情は同じでした。城の図書館には
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1640 年、伝説に満ちた異国世界の旅行に関する本が数多く並んで
いましたが、異国は当時まだ異質な人びとや動物が住む世界でした。
　そこには冒険や危険に満ちた未知の世界があり、すばらしい宝物
が隠れた世界でした。すべてのアジアからの物産はヨーロッパへ海
路でやってきましたので、すべてインド風と称されていました。し
かし、その背後にはアジア各国からの品々が存在したのです。その
流行期には数多くのものが東インドからヨーロッパへもたらされま
した。
　ヨーロッパ全土で異国趣味の内装や建物がつくられました。その
際、アジアの原作品はヨーロッパ人の趣味に合わせて変えられ、自
分たちの装飾品の中へと組み込まれていったのです。贅沢な日常品
として深く考えることもなく原形は変えられ、分解されていったの
です。
　エッゲンベルク城においても、1750 年以降、「インドの間」が 3
部屋つくられています。ここでも例外なく、東アジアからの輸入品
を自分たちの技術と組み合わせました。その結果、第 1 の「陶器の間」
では、部屋の壁には伊万里焼の皿が埋め込まれ、飾りとされました
（図 20）。
　そして、第 2 の「中国風の布飾りの壁の間」は一種の絵画の間
となりました。中国の絹地絵が小さな絵に切り分けられ、一種のミ
ニチュア絵画のように飾られました。その際、青いリボン飾りが当
時、絵の壁掛けに使用された青い絹の垂れ幕の役割を演じていまし
た（図 21）。
　第 3 の間、18 番目の部屋ですが、これは街の宮殿に残っていた「イ
ンド風の屛風」が活用されました。1754 年、その屛風は 8 部に切り分けられ、グラーツの画家、ヨハン・カール・
ラウプマンの手になる中国趣味の装飾の中にコラージュのように埋め込まれたのです（図 22）。
　彼は小部屋にいる人の目が奇妙な建築物や動物の描かれた幻想的な風景へと向けられるようにつくりました。そ
の風景の中で、中国人が狩りや魚釣りをして、音楽を奏で、神々に礼拝しているのです。
　その温かい色調と豊かな絹の使い方から、高価で異国情緒あふれた魔法の世界があらわれてきますが、その実態
について、人びとは何も知りませんでした（図 23）。
　屛風が分解され、異国趣味の飾り壁として乱用されたことは今日の我われにとっては芸術への冒瀆ですが、他方
でこのようにして生き延びることもできたのです。ヨハン・ザイフェルト・フォン・エッゲンベルクが収集した芸
術品のほとんどすべてが散逸化、破壊の憂き目にあっていますが、城の一部となった芸術品のみ、数世紀におよび
混乱や 2 度の世界大戦を逃れることができたのです。そして、今日でもなお、人類にとって大切な芸術作品とし
て存在し続けるのです。どうもありがとうございました。
※図版 1、2、5 ～ 21、23 は Barbara Kaiser“SCHLOSS EGGENBERG”（Landesmuseum Joanneum，2006）より転載した。
※図版 3 は Kreen, Peter & Karcheski, Walter J. “Imperial Austria:Treasures of Art, Arms and Armour from the
　 State of Styria”（1998）より転載した。
※図版4はLandesmuseum Joaneum“Shiny Shapes:Arms and Armor from the Zeughaus of Graz”（1998）より転載した。
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